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そ　● ･‘　薦 ダ 庸　気
交換機開発の経緯と今後の進展





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































場合, S G Pは各通話路モジュール対応に設けるが, C N Pは各通話路モジュー









































































Ｋ・ｅ・ｑ・（　１十w( s, p ｌａχ））
「Ｋ・Ｕ・ｙ・ｑ／ ｐ 。ａχ１　　＝　「Ｋ・ｑ’ ／ρ・ａχ １
したがって，
Ｈ 一











































































































p　＝q・{ y ( aa + bo　）十Cfl　｝ (3.11)
呼数に比例する処理量を明確化するため，式(3.11)を以下のように変形する．
















































. t,】・Ｎ【S| . t|】・ｙ【S|. t|】/ca)
??????? ??












































































　aiS|. ti】とbr S| ]は固定処理量caで正規化し，すべて0.3.
　ycsi. ti) °100/2,
　y【S2 , tg】＝y【S2.t3】＝y【S3.t£i=y【Sa. t3j°100/8，






































実験機での確認を経て商用化され, D 7 0ディジタル交換機として日本の主要電
話局に大量導入されつつある．　Ｄ７０交換機の基本構成を図3.9に示す．
　ＣＮＰ群は共通メモリと結合され, LNP, TSP, CSPからなる信号処理
階層とＣＮＰ群の呼制御処理階層に分離され，また信号処理階層はL N P, T S
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－ ・ － ● - ● － ●
（注） 各サブシステムに必要なＯＳ機能である
・ － ・ - ・ － ・ 皿 一 皿 ・ － ・ ㎜ － ㎜ ・ － ・ － ・ － ● － － － ・ 皿 ・ 二 ・ － ・ 醵 ● 皿 － － ● - ・ － ・ － ・ - ● － ・ 皿 一 皿 ● － ・ - ● － ・ 皿 一 皿 一 皿 ・ － ・ － ● － ● － ● － ● － ● － ● － ● － ● 皿 ● - ・ － ● － ・
皿 一 皿 ・ － ・ 二 ・ 皿 一 皿 － － ・ － ● ㎜ ● － ・
(2bit) Obit)　　　　(16bit)




























































































































































































































































































































































































































































































● － ● － ● - ● －
ＩＰＣ回路構成の概念図
-88-


























































































s=　= ha ( p 0 - C0 ・T= ）/（ｘ9・Ts ） (4.6)








































































































































































































































合わせ時間tuはW(z )・tH　である．　ただし, C N P実装数はＮｃ，共通メモ
リアクセスのうちでプロセッサ間の競合を起こす保留時間はｔＨ，共通メモリの
使用率ｚはNc　・（7 ・tH /T 　となる．














要な処理量はＩＰＣを中心に対称形であることからC N P, S G Pで両者等量と
近似し，送受あわせて2yi　としする．　このとき，マルチプロセッサの呼当たり
の総処理ステップはxv +2yi　となる．　また，マルチプロセッサの呼当たりの処
理量Xl　がC N P, S G Pに　k,l-kの比で機能分割されるとすれば, C N P, S
ＧＰにおける呼当たりの処理ステップはそれぞれ（ｘl･k十y,} , {x, (1-k)十yl｝
































　C N P, S G Pの接続台数をそれぞれN。, No　とすると，マルチプロセッサ制
御による交換機の最大規模S (erl)は以下のようになる。












量ｚを処理するに必要な能力より十分大きく設定される．　また, S G Pの分担
機能はハードウェアの制御が中心であるため，将来も呼当たりの処理量が大きく
増加しないとすれば，式(4.9)の第２〔〕内ではｚが小である．　従って，第１〔〕













































0 " ca・T= )/X0 /T.










































































































































































































































































































　ye　= n≪(ka + ki)*(h0/n/(k0 + kj) + zg)
　Yl　°n≪k0*(h0/n/ka十ｚa）十n*ki*zi























































































































































































































































































































































































































































　以上のように，システムの中の一部としてＶＬＳＩチップを扱うこと, V L S
Ｉ上の回路もSSI, MSI相当の論理回路記法を用いて設計することから論理
設計手法は従来の論理装置設計と大きく変わるものではない．　部品が予め規定
































































































































































































































































































































































● － ● － ● － ● 馨 ●
データ揉
制御部










































バス ? ? ? ― ? ? ?






























































































CCA C C B D C H
ゲート数 12 k ９ｋ 14 k
トランジスタ数 58 k 46 k 73 k
端子数 185 165 207
消費電力(MAX)* 600　mU 200　mW 300　mW
チップ面積
(mmxmm)

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































する．　ＩＰＣは受信可能ＣＮＰを保持し, S G PからＣＮＰへ処理依頼があれ































































































































































F（平均故障間隔）を用いて, U| =MTTRi /(MTTRi十MTBF, )で表わされる．　しかし，













　規模がほぼ同等であり，以下のように表わす. (UiPC=Ucn = r･UcNP )
（3）ＳＧＰとＣＮＰの呼処理分担率





















































































































交換規模 ｍ＝１ ｍ＝２ ｍ＝３ ｍ＝４ ｍ＝５ ｍ＝６ ｍ＝７ ｍ＝８
マルチ
プロセヽソサ
































































































ｍ＝２ ｍ＝３ ｍ＝４ ｍ＝５ ｍ＝６ ｍ＝７ ｍ＝８
マルチ
プロセッサ ２．５ ３．５４．２ ４．０












なお，Uχχχは6.2.2で用いた各装置単体の不稼働率である．　また, C N P, S G



































































































































































































































































































































































出するアンド回路, M C Pになるべき
ＣＮＰを選択するカウンタ, M C Pを
起動する微分回路で構成することがで
きる．
図６．４　M E M A機能の概要




































































































































































































ITR-to . niu1 t i / t3 . CPである．　なお. to . SQpはマルチ,プロセッサの再開フェーズ
S2のうち有意なＳＧＰの故障に対する再開時間，t3 .inu1 t iはマルチプロセッサの









































も同一転送手段を用い, S G P, C N Pを合わせたファイルが転送されるとする．
　それぞれの転送時間はta.SGP = kf,　^3 . nu 1 t I - 2ni・ kf, ta , cp ~ 2kfであ
-181－
る．　従って，この場合は個別再開ではITR =t2.SGp/t3.CP=l/2,全系初再開処理で





































































1/MTBFcp　= aa (2M ・ PcNP )゜
　　　　　　= (2M)VMTBFcNP= (2M)゜/Tf .CNP (6.3)
なおTf.e.は装置ｅ.の平均故障間隔である．　またＳＧＰとＣＮＰでは同種のプ
　　　　　Ｊ　　　　　　Ｊ
ロセッサが用いられるためTf .CNP = Tf.SG。共通装置も設計結果の金物規模か





これを前提とする．　すなわち, S G P, C N Pのソフト／ハードウェアの故障
とも故障発生間隔をTf .CNPとする．　なお，シングルプロセッサではマルチプロ

















































? ? ? ? ?
? ?
Ｉ．．．．．．．．．．．．．．


























































































































































































































































































































































































































































Fｎ＋1－F2n　oc {f。。2　十　n+ 1 Co　・（frl）2｝－（f。。十　ｎ・ｆ．）２
一






































































































































ＳＷ；スイッチ. S G :信号処理，Ｐ：プロセッサ














































































































































































































回線利用効率 Ａ２　〉　Ｂ２　〉　A 1　〉　B 1
遅延時間少 B 1 . B 2　　〉　A 1 . A2
時間順序
制御容易性
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